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尼崎市第 �工場跡地整備事業における既設焼却施設の解体工事�

― ―

材をリストアップした。詳細が不明な建材は現地で実際に

品番やメーカー名を確認することで石綿含有の有無を判断

した。それでも詳細が不明なものについては分析調査を行

った。�

�

���� 石綿含有建材の除去�

石綿含有建材は、その発じん性からレベル �～� に分類さ

れている。レベル � は発じん性が「著しく高い」となって

おり石綿含有吹付け材が該当する。レベル � は発じん性が

「高い」となっており、石綿含有保温材等が該当する。レ

ベル � は発じん性が「比較的低い」となっており、石綿含

有成形板等や石綿含有仕上塗材が該当する。�

石綿含有建材の除去にあたっては、その建材の種類や採

用する除去方法によって、作業員が着用する保護具の仕様

が定められているが ��、本工事では石綿含有建材の除去を

行う作業員は電動ファン付き呼吸用保護具を着用した。�

また、後述の各石綿含有建材の除去完了後には作業場所

を +(3$ フィルター付きの真空掃除機により清掃した。�

������ 石綿含有成形板等の除去�

本工事では、天井材のけい酸カルシウム板第 � 種や、床

材のビニル床タイル、倉庫屋根および外壁のスレート波板

などの石綿含有成形板等が確認されており、これらはレベ

ル � 建材として除去した。�

除去の際には散水により湿潤化させることで発じんを防

止したうえで、切断することなく手作業により原型のまま

取り外した。�

������ 石綿含有仕上塗材の除去�

本工事では第 � 工場棟や洗濯工場棟の外壁にリシン吹付

けとして石綿含有仕上塗材が確認されており、これらはレ

ベル � 建材として除去した。�

除去にあたっては、作業場所を外部足場で囲ったうえで

床面、外側の壁面、天井面をプラスチックシートで覆って

養生し、作業場所を密閉化することで石綿の外部への飛散

を防止した（写真 ��）。除去工法として集じん装置付きデ

ィスクグラインダーケレン工法および手工具ケレン工法を

採用した（写真 ��）。前者はディスクグラインダーに +(3$

フィルター付き集じん装置を接続したもので、ディスクグ

ラインダーにより石綿含有仕上塗材を切削すると同時に、

発生した切削くずは集じん装置により直接吸引することで

石綿を含む粉じんの発生を低減させるものである。ディス

クグラインダーによる切削除去ができない壁面と柱・梁の

境界部などは湿潤化させた後に手工具ケレンにより除去し

た。�

������ 石綿含有保温材等の除去�

本工事では第 � 工場棟や洗濯工場棟内の配管の保温材と

して石綿含有保温材が確認されており、これらはレベル �

建材として除去した。�

配管のうちエルボ部の保温材は、散水により湿潤化した

のちに、プラスチックシートと養生テープで除去対象部分

を密閉養生し、養生部から ��FP 程度離れた石綿含有保温材

の無い箇所でセーバーソーにより切断して除去した（図 �）。�

また、配管のうち直管部の保温材はグローブバッグ工法

により除去した（図 �）。グローブバッグは作業員が手を入

れて作業できるよう、長手袋と養生シートが一体となった

プラスチック製の袋である。除去手順としては配管保温材

の除去を行う箇所にグローブバッグを、あらかじめカッタ

ーやケレン、固化材噴霧器を入れた状態で設置して密閉し

た。その後、グローブバッグの長手袋に手を入れ、内部の

除去部分に固化材を散布し、十分浸透させたのちに、カッ

ターやケレンを用いて配管保温材を除去した。除去完了後

に除去部位全体および配管保温材の除去部断面に固化材を

散布し、グローブバッグ内の空気を +(3$ フィルター付きの

真空掃除機で吸引したのちにグローブバッグの袋部分を閉

写真 ��� 石綿含有仕上�

� � � � �塗材除去状況

写真 ��� 外壁の密閉�

養生状況�

図 �� エルボ部の保温材除去方法�
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じてグローブバッグを取り外した。その後、配管保温材が

除去された部分をセーバーソーにより切断し、残った配管

ごと配管保温材を撤去した。�
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５．第 � 工場棟の建屋解体�

�

第 � 工場棟の焼却設備内に含まれるダイオキシン類を含

む付着物等や石綿含有建材の除去が完了した後に第 � 工場

棟の建屋解体に着手した。以下に第 � 工場棟の解体手順に

ついて示す。�

�

���� 上屋の解体�

第 � 工場棟内の焼却設備解体作業および外壁石綿含有仕

上塗材の除去作業と並行して、管理区域外のプラットホー

ムの解体を行った。プラットホームの解体にあたっては重

機足場の確保のため、あらかじめごみピットを再生砕石

（5&���）にて埋戻した。ごみピットの埋戻しおよびプラッ

トホーム部の石綿含有仕上塗材の除去が完了した段階で外

部足場を一面撤去し、圧砕機仕様の ���P� 級油圧ショベル

および ���P� 級油圧ショベルによりプラットホーム部の解

体を行った。焼却設備の解体が完了し、管理区域を開放し

たのち、圧砕機仕様の ���P�級油圧ショベルを追加して第 �

工場棟全体の解体を行った（写真 ��）。解体の進捗に合わ

せて工場棟外周の外部足場の解体を行ったが、粉じんや圧

砕したコンクリートがら等の飛散防止のため、足場は常に

建屋の高さより � 段高く残しておき、足場上から作業員に

よる散水や必要に応じて鉄筋のガス溶断を行った。また、

解体作業中は作業員による散水と同時に、重機アームの先

端に取り付けられた散水ホースからも散水し、粉じんの低

減に努めた。�
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���� 地下工作物の解体�

第 �工場には煙突の大型基礎や深度���P に達する ���本

を超える既設杭等の大規模な地下工作物がある一方で、隣

地建築物や関西電力鉄塔といった重要構造物が近接してお

り、さらに解体完了後には、同敷地内に新設建物を建設す

るため、地下工作物の撤去に伴う地盤への影響に配慮する

必要があった。また、当敷地は過去の土地利用履歴から、

土壌汚染対策法における第 � 種特定有害物質（� 物質）お

よび有機リン化合物の計 �� 物質の汚染のおそれがある土

地とされており、さらに地表から */��～��P は盛土層で、

地下水位は */��P 前後と比較的高い水位が想定されていた

ことから、地下工作物の撤去に伴う汚染の拡散防止につい

ても配慮する必要があった。なお、本敷地は尼崎市が管理

し続ける土地であり、他社への譲渡や売却は想定していな

かった。通常、建物等の撤去を伴う工事で地下工作物が不

用となった場合は、撤去して建設廃棄物として処理しなけ

ればならないが、存置による地盤の健全性・安定性の維持

や撤去に伴う周辺環境への影響を考慮すること等により地

下工作物が有用物となる場合は、存置が可能とされる ��。�

上記の事由から、本工事では地下工作物の撤去範囲を新

設建物の基礎や新設杭に干渉する範囲に限定することとし

た。これにより、新設建物や隣地建築物、関西電力鉄塔と

いった重要構造物に悪影響を与える影響をなくし、地盤の

健全性・安全性を維持できるほか、周辺地盤の不等沈下を

防止するための地盤改良コストの低減および工程の短縮が

図れ、さらに地下水を介した汚染物質の拡散を防止できる

と考えられた。具体的には地下工作物の撤去深度は最大で

写真 ��� 上屋の解体状況

図 �� 直管部の保温材除去方法（グローブバッグ工法）� �
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